＊＊＊新型インフルエンザの予防接種について＊＊＊
                      　　　　　    茨城県保健福祉部保健予防課    

新型インフルエンザは感染力が強く、発熱・咳・のどの痛み・関節痛等の症状がみられます。　　　　　　　　　感染した方の多くは軽症のまま回復し、抗インフルエンザウイルス薬の治療が有効であるなど季節性インフ

ルエンザと類似する点が多いことがわかってきています。

しかしながら国民の大多数に免疫がなく感染の拡大により、基礎疾患を有する方や妊婦、小児等では重症化するおそれがあります。

予防接種は、新型インフルエンザの重症化防止のために行われています。

なお、予防接種には副反応が想定されており、まれに重篤な副反応が起こりうると考えられています。　　　健康被害が発生した場合は、国において対応をする予定です。
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● 予防接種は体調のよい時に受けましょう。
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●　気になることやわからないことがある時は、予防接種を受ける前に医師や看護師、保健所、市町村担当課にご相談してください。

□　明らかに発熱（３７．５度以上）のある方
□　重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方
□　過去に予防接種を受けた時に、アナフィラキシーショックをおこしたことがある方
また、卵等でアナフィラキシーショックをおこしたことがある方
　　「アナフィラキシー」とは、予防接種後３０分以内におきるアレルギー反応のことです。

　　　発汗・顔が急に腫れる・全身にじんましんが出る・吐気・嘔吐・声が出にくい・息が苦しい・血圧が下がる等の症状が出現します。
□　その他、病気などの理由で医師が不適当な状態と判断した方

　□　心臓疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する方
□　過去に予防接種後２日以内に発熱がみられた方及び予防接種後に全身性発疹等などアレルギーを疑う症状があった方

　□　今までにけいれんをおこしたことがある方

□　今までに免疫不全の診断を受けた方、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方

　□　気管支喘息のある方
　□　鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものに対してアレルギー症状のある方


　
□　予防接種後３０分は急な副反応がおきることがあるため、接種した医療機関で様子をみるか、医師とすぐ連絡がとれるようにしておきましょう。
　　＜接種後の副反応＞

　　　・注射した跡が、赤くなったり、腫れや痛みが出るほか、発熱、寒気、頭痛、全身のだるさなどがみられることもありますが、通常２～３日のうちに落ちつきます。

　　　 　　　・接種後数日から２週間以内に非常にまれに、ショックやじんましん、呼吸困難やけいれんなどの重い症状をおこすこともあるので注意が必要です。

※上記の症状等がある場合は、必ず医師の診察を受けてください。

　□　副反応の多くは２４時間以内に出現しますので、体調の変化に注意をしましょう。
　□　接種当日の入浴は差し支えありませんが、注射した部位はこすらないようにしましょう。　

また、激しい運動や大量の飲酒はさけましょう。
予防接種を受ける時の注意事項





予防接種を受けることができない人





予防接種を受ける際に、医師とよく相談しなくてはならない人





予防接種を受けた後の注意事項





接種前には必ず体温を


測りましょう！








